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生物 は構造や機能 で多 くの共通性を持 ちなが ら、地球上の あ らゆる環境 に適応 し生息 し

ている二生物の多様性 は生物 が獲得 して きた多彩 な特徴 といえ る。生物 の多様性 が構 築 ざ

れてい く経緯 を明 らかにす るこ とは生物進化 の解 明だけでな く、生物利 用 として も意義 を

持 っ。本論文 では、バイ オイ ンフォマテ ィクスの技術 を用 いた生物 の代 謝 とゲ ノムの多様

性 の原 因 を調 べ るた めに、様 々な 生物 の持っゲ ノム情報 を基 に共通性 について解析 を行 っ

た。まず 、酵 素 タンパ ク質 の多様性 として、生物が保持す る酵素 の代謝反応 クラス に関す

るデー タベ ース をもちいて 、タンパ ク質 のア ミノ酸配列 のパ ター ンを一括学 習型 自己組織

化マ ップに よつて クラス タ リング した・タ ンパ ク質配列 の クラス タ リング結果 が酵 素の二

次代謝物 グル ープに もとついて分類 され るだけでな くs各 酵素 グループ の反応や基質 に対

す る関係 を反 映す る ことを示 した。次 に1ゲ ノムの多様性 が生 まれ るメカニ ズムにつ いて

生育環 境 を基 に統計解析 を行 ？た。環境 が ゲノムに対 して与 え る影響 を明 らかにす るため

、に、各原核生物 のゲ ノム指標 として、ゲ ノムの遺伝暗号 である コ ドンを用いた生物の特徴

を反映 した指標 を開発 したこそ して 、その指標 を基 に主成分分析 を行 った結 果がゲ ノムの

特徴 を反 映す るこ とを示 し、原核 生物 にお いて、新規 コ ドン指標 と生育環境 条件 を用 いた

統計検 定を行 った。 その結果 、同義 コ ドン選択 の多様性 につ いて、第1に 酸 素要求、第2

に温度 、第3に ゴ ドン使用 の違 い とい った環境 に よる影響 があ るこどを結論づ けた。
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（論文審査結果の要旨）

平成25年12月24日 に開催 した公聴会 の結果 を参 考 に、平成26年2月

21日 に本博 士論文 の審 査 を実施 した。

以下 に述 べ る通 り、本博 士論 文 は、本学位 申請者 が情 報科学 のゲ ノム生物 学

の学際領域研 究 開発 活動 を続 けてい くた めに必要十分 な素養 を備 えてい るこ と

を示す もの であ る。

池 田俊 は、ゲ ノム情報 に も とつ く生物多様性 に関す るバイ オイ ンフォマテ ィ

クス研 究 につ いて、 （1）植 物 にお け る二次代謝経路 に関わる酵 素 をア ミノ酸配列

水 の多様 性 と共通性 か ら説明す る こと、な らびに、 （2）微 生物 にお ける環境 と遺

伝 コー ドの使 用特徴 、す なわ ち コ ドン使用 特性 との関係 を、種 々の多変 量解析

法 に よ り検討 した。 （1）について、一括 学習型 の 自己組織化 法に よ りフラボノイ

ド、アル カ ロイ ド、 さらにはテルペ ン類 を生合成す る酵 素 をニア ミノ酸組 成 に

よ り分類す る ことに成 功 した。また、（29において は微生物 にお けるコ ドン使用

特性 には、それ ぞれ の生物 にお ける生 育環境 の因子が含 まれ る ことを示 した。

本論 文 にお ける非 常 に大 量かつ悉 皆的解析 に よ り、新 た な生物 多様性 を定量

的に評 価す るこ とは、情報 科学 とゲ ノム生物 学 にお け る境界領域 にお け るバイ

オイ ンフォマテ ィクスの発 展 に大 き く貢献 す るもので ある。よって、本論文 は、

博 士 （工学） の学位論 文 として充分 な価値 があ るもの と認 め る。


